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要
約
】

　

伊
能
忠
敬
に
よ
る
第
七
次
測
量
復
路
に
お
け
る
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
安
芸
・
備
後
北
部

測
量
の
行
程
を
、
そ
の
地
域
に
関
す
る
諸
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
忠
敬
の
側
か
ら
は

語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
測
量
に
協
力
し
た
村
々
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

一　

は
じ
め
に

　

伊
能
忠
敬
（
一
七
四
五
～
一
八
一
八
）
が
一
七
年
間
の
年
月
を
か
け
て
実
施
し
、

そ
の
没
後
の
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
と
し
て
成
果

が
ま
と
め
ら
れ
た
一
○
次
に
わ
た
る
全
国
測
量
の
中
で
、
安
芸
・
備
後
両
国
に
お
け

る
測
量
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
第
五
次
測
量
、
文
化
六
～
八
（
一
八
〇
九
～

一
一
）
の
第
七
次
測
量
、
及
び
文
化
八
～
一
一
（
一
八
一
二
（
一
）

～
一
四
）
第
八
次

測
量
の
際
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
測
量
に
つ
い
て
は
、
第
五
次
測
量
に
お
い
て
絵
画
と
し
て
描
か
れ
た
安

芸
国
沿
岸
部
と
島
嶼
部
の
測
量
の
様
子

(

二)

や
、
第
七
次
測
量
往
路
時
の
忠
敬
と
備

後
国
安
那
郡
神
辺
宿
（
福
山
市
神
辺
町
）
の
漢
詩
人
菅
茶
山
と
の
対
面
（
三)

な
ど
、
個
々

の
出
来
事
が
こ
れ
ま
で
主
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
芸
備
両
国
に
関
す
る

諸
資
料
（
四
）

と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
伊
能
忠
敬
の
「
測
量
日
記
」(

五)

（
以
下
「
日

記
」
）
に
記
さ
れ
た
第
七
次
測
量
復
路
で
の
芸
備
北
部
に
お
け
る
全
行
程
を
辿
る
。

　

な
お
、
年
月
日
は
旧
暦
で
表
記
し
、
西
暦
は
（　

）
内
に
記
し
た
。
地
名
は
現
代

の
表
記
に
統
一
し
た
。
街
道
は
『
広
島
県
史
』
（
六
）

、
山
城
跡
は
『
広
島
県
中
世
城

館
遺
跡
総
合
調
査
報
告
書
』（
七
）

で
表
記
さ
れ
た
名
称
を
使
用
し
た
。
そ
の
他
「
日
記
」

に
明
ら
か
な
誤
記
が
あ
る
場
合
は
、
正
し
い
表
記
に
修
正
し
て
い
る
。

　

「
日
記
」
に
記
さ
れ
た
測
量
隊
の
行
程
を
地
図
上
で
確
認
す
る
た
め
に
、
国
土
地

理
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
k
o
c
h
i
z
u
.
g
s
i
.
g
o
.
j
p
/
i
n
o
u
z
u

）
掲
載
の
伊
能
図

を
参
考
に
し
た
。
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

《
研
究
ノ
ー
ト
》

伊
能
忠
敬
測
量
隊
第
七
次
測
量
に
お
け
る
安
芸
・
備
後
北
部
の
行
程

西 

村 

直 

城　
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二　

第
七
次
測
量
の
概
要

　

第
七
次
測
量
は
九
州
の
測
量
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
、
測
量
隊
は
文
化
六
年
八

月
二
七
日
（
一
八
〇
九
年
一
○
月
六
日
）
に
江
戸
を
発
ち
、
往
路
は
中
山
道
・
西
国

街
道
（
山
陽
道
）
を
測
量
し
た
後
に
九
州
に
渡
り
、
復
路
は
中
国
地
方
及
び
名
古
屋

か
ら
甲
府
を
経
て
江
戸
に
至
る
内
陸
部
の
街
道
を
測
量
し
、
文
化
八
年
五
月
九
日

（
一
八
一
一
年
六
月
二
九
日
）
に
江
戸
に
帰
着
し
て
い
る
。
な
お
、
九
州
測
量
は
第

八
次
測
量
で
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。

　

測
量
隊
が
出
立
し
た
文
化
六
年
八
月
、
測
量
予
定
の
村
々
や
宿
駅
に
測
量
隊
の

支
援
を
命
ず
る
老
中
の
廻
状
が
出
さ
れ
た
（
八
）

。
同
年
一
一
月
三
日
（
一
二
月
九
日
）

に
は
、
広
島
藩
領
内
安
芸
国
山
県
郡
の
郡
役
所
が
郡
内
の
割
庄
屋
に
対
し
て
、
測
量

隊
の
江
戸
出
立
と
来
訪
の
予
定
を
通
達
し
て
い
る

(

九)
。

　

寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
の
第
一
次
測
量
の
際
は
、
忠
敬
個
人
が
幕
府
の
許
可

を
得
て
測
量
を
行
っ
て
お
り
、
幕
府
か
ら
多
少
の
手
当
て
は
出
た
が
経
費
の
ほ
と
ん

ど
は
忠
敬
が
自
費
で
負
担
し
た
。
勘
定
奉
行
配
下
の
役
人
か
ら
宿
駅
に
対
し
て
、
宿

泊
と
運
搬
用
の
人
馬
の
便
宜
を
は
か
る
よ
う
に
と
の
添
触
れ
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
の

費
用
も
忠
敬
の
負
担
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
伊
能
忠
敬
が
幕
臣
と
な
り
幕
府
直
轄
事
業
と
し
て
行
っ
た
第
五
次
測
量

以
降
は
、
勘
定
所
か
ら
諸
藩
江
戸
藩
邸
留
守
居
役
へ
老
中
の
書
付
が
渡
さ
れ
、
測
量

へ
の
支
援
が
通
達
さ
れ
た
。
幕
府
の
役
人
が
公
用
で
旅
行
す
る
場
合
、
道
中
の
宿
駅

に
対
し
て
人
馬
の
用
意
や
宿
泊
・
休
憩
の
予
定
が
先
触
れ
さ
れ
た
が
、
測
量
隊
も
同

様
で
あ
っ
た
。
忠
敬
の
内
弟
子
に
も
手
当
て
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
伊
能
忠
敬
を
除
く
第
七
次
測
量
復
路
の
参
加
者
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
幕
府
天
文
方
下
役
は
坂
部
貞
兵
衛
、
下
河
辺
政
五
郎
、
青
木
勝
治
郎
、

永
井
要
助
の
四
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
供
侍
や
従
者
が
い
た
。
忠
敬
の
供
侍
は
成
田
豊

作
、
従
者
は
清
七
、
内
弟
子
は
植
田
文
助
、
箱
田
良
助
、
梁
田
栄
蔵
、
他
に
棹
取
り

の
長
蔵
、
平
助
の
総
勢
一
七
名
で
あ
る
。
第
七
次
調
査
で
は
、
内
陸
部
の
複
数
の
街

道
を
同
時
に
測
量
す
る
た
め
、
坂
部
貞
兵
衛
の
隊
（
以
下
「
坂
部
隊
」
）
が
忠
敬
率

い
る
本
隊
か
ら
別
れ
て
、
し
ば
し
ば
別
行
程
で
測
量
を
行
っ
て
い
る
。

　

幕
府
直
轄
事
業
の
た
め
、
測
量
隊
の
宿
泊
先
は
幕
府
の
役
人
や
参
勤
交
代
で
諸
大

名
が
宿
泊
す
る
本
陣
な
ど
の
施
設
や
庄
屋
な
ど
の
有
力
者
の
邸
宅
が
充
て
ら
れ
た
。

忠
敬
は
測
量
予
定
地
の
村
役
人
と
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
必
要
か
ら
、
事
前
に
宿
所
に

来
訪
す
る
よ
う
に
先
触
れ
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
宿
泊
地
の
郡
役
人
や
村
役
人
、
宿
駅

な
ら
ば
町
役
人
な
ど
も
来
訪
し
、
忠
敬
の
宿
所
は
毎
晩
来
客
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

忠
敬
は
宿
所
で
緯
度
を
算
出
す
る
た
め
、
可
能
な
限
り
天
体
観
測
を
行
っ
て
い
る
。

「
日
記
」
に
は
来
客
や
観
測
の
実
施
・
未
実
施
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
坂
部
隊
に

つ
い
て
は
来
客
及
び
天
体
観
測
の
記
載
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
各
宿
泊
地
で
の

来
客
及
び
天
体
観
測
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
な
い
。

三　

文
化
八
年
二
月
一
七
日
～
閏
二
月
三
日

　

文
化
八
年
二
月
一
五
日
（
一
八
一
一
年
三
月
九
日
）
、
九
州
測
量
を
終
え
下
関
に

渡
っ
た
測
量
隊
は
、
浜
田
藩
（
松
平
氏
）
領
石
見
国
浜
田
城
下
（
島
根
県
浜
田
市
）

に
宿
泊
し
た
。
一
七
日
に
本
隊
（
忠
敬
、
青
木
、
永
井
、
箱
田
、
長
蔵
）
と
坂
部
隊
（
坂

部
、
下
河
辺
、
梁
田
、
植
田
、
平
助
）
に
分
か
れ
て
浜
田
を
出
立
、
忠
敬
の
本
隊
は

石
見
銀
山
を
経
て
石
見
銀
山
道
を
南
下
し
、
二
月
二
九
日
（
三
月
二
三
日
）
に
出
雲
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国
飯
名
郡
赤
名
宿
（
島
根
県
飯
石
郡
飯
南
町
）
に
宿
泊
し
た
。

　

閏
二
月
一
日
（
三
月
二
四
日
）
、
本
隊
は
赤
名
峠
を
越
え
て
広
島
藩
領
の
備
後
国

三
次
郡
横
谷
村
（
三
次
市
布
野
町
横
谷
）
に
入
っ
た
。
当
時
の
備
後
国
は
北
部
が
広

島
藩
（
浅
野
氏
）
領
、
南
部
が
福
山
藩
（
阿
部
氏
）
領
で
、
そ
の
間
に
幕
府
領
と
中

津
藩
（
奥
平
氏
）
の
飛
び
地
が
散
在
し
て
い
た
。

　

横
谷
村
で
の
測
量
隊
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
一
部
欠
損
し
て
い
る
が
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
（
一
○)

。
あ
ら
か
じ
め
国
境
か
ら
上
布
野
村
（
三
次
市
布
野
町
上
布
野
）

と
の
境
ま
で
の
街
道
一
町
一
八
丁
三
八
間
（
約
五
．
九
㎞
）
に
一
〇
間
（
一
八
ｍ
）

ご
と
に
杭
が
打
た
れ
、
二
月
二
四
日
～
二
六
日
に
は
郡
内
各
村
か
ら
人
を
動
員
し
て
、

街
道
や
宿
所
周
辺
の
除
雪
が
行
わ
れ
た
。
国
境
で
は
広
島
藩
士
、
郡
役
人
・
村
役
人
、

人
夫
四
二
名
が
測
量
隊
を
出
迎
え
、
測
量
の
手
伝
い
を
行
っ
た
。
こ
の
日
測
量
隊
は

横
谷
村
内
の
途
中
ま
で
測
量
を
行
い
、
村
内
の
室
市
に
戻
り
宿
泊
し
た
。

　

室
市
は
赤
名
宿
と
布
野
宿
の
中
間
に
位
置
し
、
両
宿
間
が
坂
道
で
難
所
が
多
い
た

め
公
用
者
が
宿
泊
・
休
憩
す
る
御
休
所
を
設
置
す
る
目
的
で
、
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）

に
当
時
の
三
次
藩
（
広
島
藩
支
藩
）
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
成
立
し
た
小
集
落
で
あ

る
。
「
日
記
」
で
は
忠
敬
の
宿
所
は
「
本
陣
」
、
そ
の
他
の
者
の
宿
所
は
「
脇
宿
」・「
別

宿
」
な
ど
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
夜
の
本
陣
は
升
屋
幸
四
郎
方
、
脇
宿
は
大
工
七
九

郎
方
で
、
「
日
記
」
に
は
記
載
が
な
い
が
浜
田
屋
伴
助
方
に
も
宿
泊
し
て
い
る
。

　

閏
二
月
二
日
（
三
月
二
五
日
）
、
前
日
の
測
量
終
点
か
ら
開
始
し
、
上
布
野
村
に

入
り
布
野
宿
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。
布
野
宿
は
広
島
藩
最
北
端
に
位
置
す
る
宿
駅
で
、

広
島
藩
は
西
国
街
道
の
宿
駅
に
本
陣
、
脇
街
道
の
宿
駅
に
御
客
所
・
御
茶
屋
を
設
け

て
い
た
が
、
布
野
駅
に
も
御
客
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た

(

一
一
）

。
宿
所
は
清
兵
衛
方

だ
が
、
同
夜
の
来
客
に
同
町
年
寄
長
岡
広
蔵
の
名
が
あ
り
、
長
岡
家
が
御
客
所
を
務

め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
宿
所
は
御
客
屋
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

閏
二
月
三
日
（
三
月
二
六
日
）
に
布
野
駅
を
出
立
し
、
下
布
野
村
（
三
次
市
布
野

町
下
布
野
）
、
戸
河
内
村
（
同
市
戸
河
内
）
を
経
て
、
西
河
内
村
（
同
市
西
河
内
町
）

内
を
測
量
し
た
。
同
村
内
で
坂
部
隊
と
合
流
、
三
次
町
五
日
市
町
（
同
市
三
次
町
）

に
戻
り
宿
泊
し
た
。

　

三
次
町
は
江
の
川
・
馬
洗
川
・
西
城
川
の
三
河
川
が
合
流
し
、
日
本
海
側
と
瀬
戸

内
海
側
を
結
ぶ
諸
街
道
が
交
わ
る
交
通
の
要
地
で
あ
る
。
五
日
市
町
・
内
町
（
同
町
）

及
び
十
日
市
町
（
同
市
十
日
市
町
）
を
総
称
し
て
近
世
に
は
三
次
町
・
三
次
三
ケ
町

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
～
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
は
広

島
藩
の
支
藩
で
あ
る
三
次
藩
の
藩
庁
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
当
時
は
三
次
郡
代

官
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
二
年
後
に
は
三
次
町
に
奉
行
が
置
か
れ
、
郡
と
町
が
別
支
配

に
な
っ
た
。
忠
敬
の
宿
所
は
「
日
記
」
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
と
お

り
前
日
の
坂
部
隊
の
宿
所
が
「
本
陣
吉
舎
屋
作
右
衛
門
、
脇
宿
堺
屋
三
兵
衛
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
忠
敬
は
吉
舎
屋
に
宿
泊
し
た
と
思
わ
れ
る
。
吉
舎
屋
・
堺

屋
は
宿
駅
で
あ
る
三
次
町
に
置
か
れ
た
御
茶
屋
を
務
め
て
い
た
（
一
二)

。

　

一
行
が
宿
所
に
向
か
う
途
中
、
安
那
郡
箱
田
村
（
福
山
市
神
辺
町
箱
田
）
の
庄
屋

で
忠
敬
の
内
弟
子
・
箱
田
良
助
の
父
親
で
あ
る
細
川
園
右
衛
門
、
坂
部
の
供
侍
で
あ

る
松
井
沢
次
の
父
親
で
あ
る
同
郡
中
条
村
（
同
町
中
条
）
の
松
井
弥
治
郎
、
及
び
備

中
国
小
田
郡
大
江
村
（
岡
山
県
井
原
市
大
江
）
の
算
術
家
・
測
量
家
で
あ
る
谷
東
平

が
出
迎
え
た
。
谷
東
平
は
大
坂
で
麻
田
剛
立
、
江
戸
で
忠
敬
か
ら
天
文
学
を
学
び
、

第
七
次
測
量
往
路
で
備
中
・
備
後
の
西
国
街
道
測
量
の
際
に
同
行
を
許
さ
れ
て
い
た
。

園
右
衛
門
と
東
平
は
、
箱
田
良
助
が
今
回
の
測
量
に
際
し
て
忠
敬
宛
に
提
出
し
た
誓

約
書
に
保
証
人
と
し
て
署
名
し
て
い
る

(

一
三)

。
測
量
隊
は
翌
日
も
三
次
町
に
留
ま
っ
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た
。

　

坂
部
隊
は
本
隊
と
別
れ
て
浜
田
城
下
と
広
島
城
下
を
結
ぶ
石
見
街
道
を
南
下
し
、

二
月
二
一
日
（
三
月
一
五
日
）
に
広
島
藩
領
安
芸
国
山
県
郡
大
塚
村
（
山
県
郡
北
広

島
町
大
塚
）
に
入
っ
た
。
こ
の
日
は
大
朝
村
（
同
町
大
朝
）
ま
で
測
量
を
行
い
、
同

村
浄
土
真
宗
円
立
寺
に
宿
泊
し
た
。

　

二
月
二
二
日
（
三
月
一
六
日
）
、
新
庄
村
（
山
県
郡
北
広
島
町
新
庄
）
、
中
山
村
（
同

中
山
）
を
経
て
蔵
迫
村
（
同
蔵
迫
）
庄
屋
清
兵
衛
方
を
宿
所
と
し
た
。
行
程
を
優
先

し
た
た
め
か
、
宿
駅
が
あ
る
中
山
村
は
通
過
し
隣
村
の
蔵
迫
村
に
宿
泊
し
て
い
る
。

　

二
月
二
三
日
（
三
月
一
七
日
）
、
寺
原
村
（
山
県
郡
北
広
島
町
寺
原
）
、
春
木
村
（
同

春
木
）
、
有
間
村
（
同
有
間
）
、
今
田
村
（
同
今
田
）
、
後
有
田
村
（
同
後
有
田
）
、
石

井
谷
村
（
同
石
井
谷
）
を
経
て
本
地
村
（
同
本
地
）
に
入
り
、
本
地
宿
高
札
場
ま
で

測
量
を
行
っ
た
。
高
札
場
は
法
令
・
禁
令
な
ど
を
掲
示
す
る
た
め
人
目
に
つ
き
や
す

い
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
測
量
隊
は
宿
泊
地
に
高
札
場
が
あ
る
場
合
に

は
そ
こ
を
一
日
の
測
量
の
終
点
と
す
る
こ
と
が
多
い
。

　

宿
所
は
「
日
記
」
に
「
浜
田
藩
侯
本
陣
」
と
記
さ
れ
た
庄
屋
三
戸
官
右
衛
門
方
で

あ
る
。
本
地
宿
に
は
本
陣
が
置
か
れ
、
浜
田
藩
主
が
参
勤
交
代
で
草
津
（
広
島
市
西

区
草
津
）
か
ら
船
に
乗
る
た
め
に
石
見
街
道
を
下
る
際
の
宿
所
と
し
て
い
た

(
一
四)

。

　

二
月
二
四
日
（
三
月
一
八
日
）
、
山
県
郡
と
高
宮
郡
の
郡
境
で
あ
る
本
地
村
の
可

部
峠
ま
で
午
前
中
に
測
量
を
終
え
、
峠
の
「
一
軒
家
」
百
姓
長
助
方
で
昼
食
を
と
り
、

そ
こ
を
宿
所
と
し
た
。
可
部
峠
は
難
所
で
あ
り
、
翌
日
の
行
程
も
考
慮
し
て
こ
の
日

は
測
量
を
早
く
終
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
月
二
五
日
（
三
月
一
九
日
）
、
高
宮
郡
南
原
村
（
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町
南
原
）

に
入
り
、
往
路
測
量
中
の
文
化
六
年
一
二
月
七
日
（
一
八
一
〇
年
一
月
一
一
日
）
に

印
を
残
し
た
下
町
屋
村
（
同
町
下
町
屋
）
の
出
雲
街
道
と
の
分
岐
点
ま
で
測
量
を
行
っ

た
。
高
札
場
な
ど
の
目
印
に
な
る
も
の
が
な
い
場
合
、
測
量
隊
は
杭
を
打
っ
て
印
と

し
て
残
し
て
い
た
。
同
村
の
浄
土
真
宗
西
光
寺
と
庄
屋
田
中
助
五
郎
方
を
宿
所
と
し

た
。

　

二
月
二
六
日
（
三
月
二
○
日
）
、
下
町
屋
村
の
印
か
ら
出
雲
街
道
に
入
り
北
上
し

な
が
ら
測
量
を
行
い
、
上
町
屋
村
（
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
町
上
町
屋
）
、
大
林
村

（
同
大
林
）
、
高
田
郡
向
山
村
（
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
向
山
）
を
経
て
、
上
根
村
（
同

町
上
根
）
百
姓
利
左
衛
門
方
を
宿
所
と
し
た
。「
日
記
」
に
は
「
酒
造
家
に
て
家
作
能
し
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

二
月
二
七
日
（
三
月
二
一
日
）
、
下
根
村
（
安
芸
高
田
市
八
千
代
町
下
根
）
、
佐
々

井
村
（
同
町
佐
々
井
）
、
勝
田
村
（
同
町
勝
田
）
を
経
て
江
の
川
沿
い
に
北
上
し
、

上
入
江
村
（
同
市
吉
田
町
上
入
江
）
の
「
入
江
市
渡
場
橋
詰
」
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。

こ
の
渡
し
場
に
は
将
軍
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
全
国
を
査
察
す
る
幕
府
巡
見
使
や
藩

主
が
視
察
で
通
行
す
る
際
に
舟
橋
が
架
け
ら
れ
た
が

(

一
五)

、
測
量
隊
に
も
同
様
の

対
応
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
三
○
間
（
約
五
四
ｍ
）

の
「
板
橋
」
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。
宿
所
は
「
酒
造
家
」
の
百
姓
次
郎
右
衛
門
方
で

あ
っ
た
。

　

二
月
二
八
日
（
三
月
二
二
日
）
、
上
入
江
村
か
ら
橋
を
渡
り
、
長
屋
村
（
安
芸
高

田
市
吉
田
町
長
屋
）
、
桂
村
（
同
町
桂
ほ
か
）
、
高
野
村
（
同
町
上
高
野
）
、
川
本
村
（
同

町
川
本
）
、
山
手
村
（
同
町
山
手
）
、
常
友
村
（
同
町
常
友
）
を
経
て
吉
田
村
（
同
町

吉
田
）
に
入
っ
た
。
「
日
記
」
及
び
伊
能
図
に
は
、
吉
田
村
に
十
日
市
村
が
併
記
さ

れ
て
い
る
が
、
十
日
市
村
は
戦
国
時
代
の
毛
利
氏
郡
山
城
下
町
方
の
村
名
で
あ
り
、

当
時
は
実
在
し
な
い
。
幕
府
巡
見
使
通
行
の
際
に
は
十
日
市
村
の
名
が
記
録
さ
れ
て
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い
る
こ
と
か
ら
、
測
量
隊
に
も
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
田
村
内

の
宿
駅
吉
田
宿
は
、
毛
利
時
代
以
来
の
町
場
で
、
十
日
市
町
に
は
御
茶
屋
が
置
か
れ

て
い
た
。
測
量
隊
は
吉
田
宿
内
を
鯨
田
町
、
胡
町
、
左
新
町
、
十
日
市
町
、
川
手
町
、

橋
本
町
と
測
量
し
た
後
、
十
日
市
町
丸
屋
又
兵
衛
を
宿
所
と
し
た
。

　

二
月
二
九
日
（
三
月
二
三
日
）
、
下
小
原
村
（
安
芸
高
田
市
甲
田
町
下
小
原
）
を
経
て
、

上
甲
立
村
（
同
町
上
甲
立
）
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。
同
村
は
吉
田
と
三
次
の
間
宿
で

か
つ
て
は
御
茶
屋
も
置
か
れ
て
い
た
が
、
当
時
は
三
国
屋
助
右
衛
門
宅
が
藩
主
視
察

時
の
本
陣
と
さ
れ
て
い
た

(

一
五)

。
宿
所
は
「
酒
造
家
」
安
国
屋
方
で
あ
っ
た
。

　

閏
二
月
一
日
（
三
月
二
四
日
）
、
下
甲
立
村
（
安
芸
高
田
市
甲
田
町
下
甲
立
）
、
深

瀬
村
（
同
町
深
瀬
）
を
経
て
秋
町
村
（
三
次
市
秋
町
）
の
安
芸
国
と
備
後
国
の
境
界

に
達
し
た
。
江
の
川
を
渡
り
、
対
岸
の
備
後
国
三
次
郡
上
志
和
地
村
（
同
市
上
志
和

地
町
）
川
端
ま
で
測
量
を
行
い
、
深
瀬
村
の
山
形
屋
庄
兵
衛
方
を
宿
所
と
し
た
。
「
日

記
」
に
は
「
芸
州
領
二
三
の
豪
家
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

閏
二
月
二
日
（
三
月
二
五
日
）
、
備
後
国
に
入
り
志
和
地
村
の
川
端
か
ら
測
量
を

開
始
、
青
河
村
（
三
次
市
青
河
町
）
、
西
酒
屋
村
（
同
市
西
酒
屋
町
）
を
経
て
原
村
（
同

市
十
日
市
町
）
に
入
っ
た
。
同
村
内
の
十
日
市
町
か
ら
「
仮
土
橋
」
を
渡
り
五
日
市

町
（
同
市
三
次
町
）
に
入
り
、
同
町
本
町
の
吉
舎
屋
前
ま
で
測
量
し
た
。
先
述
の
と

お
り
、
宿
所
は
本
陣
吉
舎
屋
作
右
衛
門
方
、
脇
宿
堺
屋
三
兵
衛
方
と
し
た
。

　

閏
二
月
三
日
（
三
月
二
六
日
）
、
本
陣
か
ら
測
量
を
開
始
し
た
坂
部
隊
は
五
日
市

町
内
を
測
量
し
な
が
ら
北
上
、
原
村
字
宮
の
峡
を
経
て
西
河
内
村
に
入
り
先
述
の
通

り
本
隊
と
合
流
し
た
。
宮
の
峡
は
西
城
川
に
沿
っ
た
山
の
中
腹
を
削
っ
て
道
を
作
っ

た
難
所
で
あ
っ
た

(

一
二
）

。

四　

文
化
八
年
閏
二
月
五
日
～

　

閏
二
月
五
日
（
三
月
二
八
日
）
、
先
に
忠
敬
・
下
河
辺
・
植
田
・
箱
田
・
平
助
の

本
隊
が
出
立
、
遅
れ
て
坂
部
、
青
木
、
永
井
、
梁
田
、
長
蔵
が
備
中
街
道
を
東
に
向

か
っ
て
出
立
し
た
。
本
隊
は
馬
洗
川
沿
い
に
石
州
銀
山
道
を
南
下
、
南
畑
敷
村
（
三

次
市
南
畑
敷
町
）
を
経
て
三
谿
郡
に
入
っ
た
。
江
田
川
内
村
（
同
市
江
田
川
内
町
）
、

大
田
幸
村
（
同
市
大
田
幸
町
）
塩
町
、
木
乗
村
（
同
市
木
乗
町
）
、
志
幸
村
（
同
市

志
幸
町
）
、
新
宮
山
城
跡
、
岡
田
村
（
同
市
三
良
坂
町
岡
田
）
、
大
田
幸
村
字
小
川
を

経
て
三
良
坂
村
（
同
町
三
良
坂
）
に
入
り
、
三
良
坂
町
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。
三
良

坂
町
は
正
規
の
宿
駅
で
は
な
い
が
、
三
次
・
吉
舎
の
間
駅
の
役
割
を
持
ち
、
町
役
人

も
置
か
れ
て
い
た
。
吉
舎
屋
幾
左
衛
門
方
、
金
屋
政
右
衛
門
方
に
宿
泊
し
た
。

　

閏
二
月
六
日
（
三
月
二
九
日
）
、
敷
地
村
（
三
次
市
吉
舎
町
敷
地
）
、
矢
野
地
村
（
同

町
矢
野
地
）
、
海
田
原
村
（
同
町
海
田
原
）
、
三
玉
村
（
同
町
三
玉
）
を
経
て
吉
舎
村
（
同

町
吉
舎
）
に
入
り
、
宿
駅
で
あ
る
吉
舎
宿
七
日
市
の
高
札
場
ま
で
測
量
し
た
。
こ
の

区
間
は
街
道
と
馬
洗
川
が
何
度
も
交
差
す
る
た
め
、
度
々
渡
河
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
宿
所
は
庄
屋
清
十
郎
方
。
吉
舎
宿
で
は
、
吉
舎
村
の
庄
屋
泉
屋
が
御
茶
屋

の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

(

一
六)

。

　

閏
二
月
七
日
（
三
月
三
○
日
）
、
高
札
場
よ
り
測
量
を
始
め
同
宿
四
日
市
を
経
て
、

世
羅
郡
宇
賀
村
（
三
次
市
甲
奴
町
宇
賀
ほ
か
）
か
ら
石
州
銀
山
道
を
離
れ
東
に
向
か

い
、
甲
奴
郡
梶
田
村
（
同
町
梶
田
）
の
境
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。
そ
の
後
宇
賀
村
に

戻
り
、
「
小
酒
造
家
」
の
庄
屋
要
右
衛
門
方
を
宿
所
と
し
た
。

　

閏
二
月
八
日
（
三
月
三
一
日
）
、
梶
田
村
か
ら
本
郷
村
（
三
次
市
甲
奴
郡
本
郷
）

を
経
て
、
石
見
街
道
に
入
り
南
下
、
幕
府
領
上
下
村
（
府
中
市
上
下
町
上
下
）
に
入
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り
上
下
宿
で
測
量
後
、
中
津
藩
領
井
永
村
（
同
町
井
永
）
ま
で
測
量
を
行
い
上
下
宿

に
戻
り
、
本
陣
は
家
光
屋
吉
右
衛
門
方
、
脇
宿
は
阿
字
屋
秀
平
方
を
宿
所
と
し
た
。

　

上
下
村
に
は
石
見
銀
山
を
支
配
す
る
大
森
代
官
所
の
出
張
陣
屋
と
し
て
、
こ
の
周

辺
の
幕
府
領
神
石
郡
一
〇
か
村
、
甲
奴
郡
一
二
か
村
を
管
轄
す
る
代
官
所
が
置
か
れ

て
い
た
。
ま
た
、
上
下
宿
は
石
州
銀
山
道
と
と
も
に
石
見
銀
山
で
産
出
さ
れ
た
銀
を

運
ぶ
石
見
街
道
の
中
継
地
点
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
（
一
七)

。

　

閏
二
月
九
日
（
四
月
一
日
）
、
井
永
村
よ
り
測
量
を
開
始
し
、
水
永
村
（
府
中
市

上
下
町
水
永
）
、
斗
升
村
（
同
市
斗
升
町
）
を
経
て
福
山
藩
領
に
入
り
、
芦
田
郡
行

縢
村
（
同
市
行
縢
町
）
内
ま
で
測
量
を
行
い
、
本
陣
は
同
村
庄
屋
喜
一
郎
方
、
脇
宿

は
百
姓
長
右
衛
門
方
を
宿
所
と
し
た
。

　

閏
二
月
一
○
日
（
四
月
二
日
）
、
木
野
山
村
（
府
中
市
木
野
山
町
）
、
荒
谷
村
（
同

市
荒
谷
町
）
、
芦
田
川
の
分
地
橋
を
渡
り
出
口
村
（
同
市
出
口
町
）
、
甘
南
備
神
社
を

経
て
府
中
市
村
上
町
（
同
市
府
中
町
）
ま
で
測
量
を
行
っ
た
。
府
中
市
村
内
に
は
当

時
町
場
が
九
町
あ
り
、
石
見
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
。
本
陣
は
浦
上
甚
兵
衛
方
、
脇

宿
は
阿
賀
屋
源
右
衛
門
方
で
あ
っ
た
。

　

閏
二
月
一
一
日
（
四
月
三
日
）
、
府
中
市
村
か
ら
町
村
（
府
中
市
元
町
）
、
広
谷
村

（
同
市
広
谷
町
ほ
か
）
、
中
須
村
（
同
市
中
須
町
）
を
経
て
、
品
治
郡
新
市
村
（
福
山

市
新
市
町
新
市
）
か
ら
西
城
路
に
入
り
北
上
、
宮
内
村
（
同
町
宮
内
）
の
吉
備
津
神

社
ま
で
測
量
を
行
い
、
新
市
村
に
戻
り
再
び
石
見
街
道
に
入
っ
た
。
戸
手
村
（
同
町

戸
手
）
か
ら
脇
道
に
入
り
、
中
島
村
（
同
市
駅
家
町
中
島
ほ
か
）
を
経
て
万
能
倉
村

（
同
町
万
能
倉
）
ま
で
測
量
し
た
後
、
同
村
の
庄
屋
伊
右
衛
門
方
に
宿
泊
し
た
。

　

戸
手
村
の
信
岡
家
文
書
に
は
、
測
量
隊
通
行
時
の
一
件
が
残
さ
れ
て
い
る
（
一
八)

。

先
述
の
文
化
六
年
八
月
付
老
中
廻
状
の
写
し
、
測
量
隊
の
宿
泊
予
定
の
先
触
れ
、
測

量
隊
が
戸
手
村
で
と
っ
た
昼
食
の
献
立
や
諸
費
用
に
関
す
る
記
録
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
か
ら
測
量
隊
が
三
次
を
出
立
す
る
閏
二
月
五
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
予

定
の
先
触
れ
が
閏
二
月
三
日
に
作
成
さ
れ
、
沿
道
の
村
々
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
九
日
に
は
福
山
藩
の
役
人
か
ら
飛
脚
で
戸
手
村
で
の
昼
食
が
庄
屋
に
通
達
さ

れ
た
が
、
昼
食
に
つ
い
て
そ
れ
以
前
に
も
通
達
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戸
手
村
庄

屋
は
一
○
日
夜
に
府
中
市
村
へ
行
き
忠
敬
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
九
日
に

宿
泊
し
た
行
縢
村
に
も
出
向
い
て
い
る
。
他
村
の
対
応
を
確
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

昼
食
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定
さ
れ
た
献
立
よ
り
立
派
な
食
事
が
供
せ
ら
れ
て
い

る
。
忠
敬
は
食
事
に
つ
い
て
一
汁
一
菜
以
外
は
無
用
と
常
に
先
触
れ
を
し
て
い
た
が
、

幕
府
役
人
で
あ
る
こ
と
を
配
慮
し
て
か
、
献
立
が
過
剰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

結
果
と
し
て
出
費
は
福
山
藩
か
ら
支
給
さ
れ
た
金
額
を
大
き
く
上
回
り
、
超
過
分
は

戸
手
村
の
庄
屋
ほ
か
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

閏
二
月
一
二
日
（
四
月
四
日
）
、
万
能
倉
村
か
ら
深
津
郡
上
岩
成
村
（
福
山
市
御

幸
町
上
岩
成
）
に
入
り
、
石
見
街
道
か
ら
東
城
路
に
入
り
北
上
、
安
那
郡
下
加
茂
村
（
同

市
加
茂
町
下
加
茂
）
ま
で
測
量
し
て
印
を
残
し
た
。
東
城
路
は
、
福
山
城
下
と
奴
可

郡
東
城
宿
を
結
び
、
更
に
北
へ
伯
耆
国
（
鳥
取
県
）
ま
で
続
く
街
道
で
あ
る
。

　

下
加
茂
村
か
ら
一
旦
上
岩
成
村
に
戻
り
、
西
国
街
道
へ
と
向
か
う
脇
道
に
入
る
。

道
上
村
（
福
山
市
神
辺
町
道
上
）
を
過
ぎ
る
と
道
の
北
は
幕
府
領
西
中
条
村
（
同
町

西
中
条
）
、
南
は
福
山
藩
領
徳
田
村
（
同
町
徳
田
ほ
か
）
、
幕
府
領
箱
田
村
（
同
町
箱
田
）

の
村
境
に
沿
っ
て
測
量
し
、
福
山
藩
領
湯
野
村
（
同
町
湯
野
）
を
経
て
下
御
領
村
（
同

町
下
御
領
）
に
入
っ
た
。
同
村
内
の
国
分
寺
で
文
化
六
年
一
一
月
二
七
日
（
一
八
一
〇

年
一
月
二
日
）
に
測
量
し
た
西
国
街
道
の
道
碑
に
到
着
し
、
こ
の
日
の
測
量
を
終
え

た
。
こ
の
夜
は
、
箱
田
村
庄
屋
細
川
園
右
衛
門
方
に
宿
泊
し
た
。
前
述
の
と
お
り
、
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箱
田
良
助
の
実
家
で
あ
る
。

　

閏
二
月
一
三
日
（
四
月
五
日
）
、
下
加
茂
村
ま
で
戻
り
前
日
に
残
し
た
印
か
ら
始

め
東
城
路
を
北
上
、
上
加
茂
村
（
福
山
市
加
茂
町
上
加
茂
）
、
下
加
茂
村
、
中
野
村

（
同
町
中
野
）
、
中
津
藩
領
百
谷
村
（
同
町
百
谷
）
を
経
て
、
福
山
藩
領
永
谷
村
（
福

山
市
駅
家
町
服
部
永
谷
）
内
ま
で
測
量
し
、
百
谷
村
に
戻
っ
た
。
宿
所
は
大
庄
屋
山

手
十
郎
平
方
で
、
谷
東
平
が
再
び
訪
問
し
て
い
る
。

　

閏
二
月
一
四
日
（
四
月
六
日
）
、
左
に
永
谷
村
、
右
に
百
谷
村
の
位
置
か
ら
測
量

を
再
開
し
、
西
に
福
山
藩
領
本
郷
村
（
福
山
市
駅
家
町
服
部
本
郷
）
・
芦
田
郡
藤
尾

村
（
同
市
新
市
町
藤
尾
・
神
石
郡
神
石
高
原
町
藤
尾
）
、
東
に
中
津
藩
領
百
谷
村
・

幕
府
領
神
石
郡
坂
瀬
川
村
（
神
石
郡
神
石
高
原
町
坂
瀬
川
）
の
村
境
を
測
量
し
な
が

ら
進
み
、
坂
瀬
川
村
に
入
り
、
幕
府
領
神
石
郡
井
関
村
（
同
町
井
関
）
で
測
量
を
終

え
た
。
同
村
年
寄
久
治
郎
方
に
宿
泊
し
た
。
「
日
記
」
に
は
「
此
日
山
道
人
家
な
し
」

と
あ
る
。
伊
能
図
で
は
、
百
谷
村
以
北
で
人
家
が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
区
間
が
確

認
で
き
る
。

　

閏
二
月
一
五
日
（
四
月
七
日
）
、
井
関
村
よ
り
測
量
を
開
始
、
西
に
幕
府
領
大
矢

村
（
神
石
郡
神
石
高
原
町
大
矢
）
、
東
に
井
関
村
・
幕
府
領
近
田
村
（
同
町
近
田
）
、

中
津
藩
領
安
田
村
（
同
町
安
田
）
の
村
境
を
測
量
し
な
が
ら
北
上
し
、
東
油
木
村
（
同

町
油
木
）
に
入
っ
た
。
坂
部
隊
が
閏
二
月
一
一
日
に
残
し
た
印
ま
で
測
量
を
行
い
、

同
村
油
木
宿
の
庄
屋
七
郎
左
衛
門
方
に
宿
泊
し
た
。
七
郎
左
衛
門
は
屋
号
が
胡
屋

で
、
一
度
庄
屋
を
辞
し
た
が
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
頃
に
再
任
さ
れ
て
い
る

(

一
九)

。

中
津
藩
領
で
は
庄
屋
宅
が
幕
府
巡
見
使
の
本
陣
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

(

二
○)

。

　

油
木
宿
で
忠
敬
は
、
幕
府
天
文
方
か
ら
の
御
用
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
の
御

用
状
は
二
月
上
旬
に
天
文
方
か
ら
備
中
松
山
藩
へ
届
け
ら
れ
、
一
○
日
に
同
宿
に
泊

ま
っ
た
坂
部
が
受
け
取
っ
て
い
た
。
諸
藩
や
幕
府
領
に
は
、
天
文
方
と
測
量
隊
が
交

わ
す
御
用
状
の
回
送
が
命
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

閏
二
月
一
六
日
（
四
月
八
日
）
、
東
油
木
村
を
出
立
し
て
東
城
へ
向
か
っ
た
が
、

こ
の
区
間
は
坂
部
隊
が
測
量
済
み
の
た
め
歩
く
だ
け
で
あ
る
。
中
津
藩
領
神
石
郡
西

油
木
村
（
神
石
郡
神
石
高
原
町
油
木
）
、
新
免
村
（
同
町
新
免
、
庄
原
市
東
城
町
新

免
）
を
経
て
、
三
坂
村
（
庄
原
市
東
城
町
三
坂
）
か
ら
東
城
路
を
離
れ
広
島
藩
領
奴

可
郡
宇
山
村
（
同
町
帝
釈
宇
山
）
、
未
渡
村
（
同
町
未
渡
）
に
入
る
。
こ
の
辺
り
は

現
在
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
帝
釈
峡
で
、
忠
敬
一
行
は
寄
り
道
を
し
て
「
唐

門
、
業
ノ
橋
」
、
そ
し
て
「
帝
釈
天
岩
窟
」
を
見
学
し
、
川
西
村
（
同
町
川
西
）
を

経
て
東
城
町
（
同
町
東
城
）
に
着
き
、
本
陣
上
梶
屋
重
三
郎
、
脇
宿
梶
屋
庄
七
郎
方

に
宿
泊
し
た
。
東
城
町
は
広
島
藩
家
老
の
堀
田
浅
野
家
の
給
地
で
、
同
家
は
五
品
嶽

城
跡
山
麓
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
上
梶
屋
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
広
島
藩

主
浅
野
斉
賢
が
鷹
狩
を
兼
ね
た
国
内
巡
検
を
行
っ
た
際
の
本
陣
で
あ
っ
た

(

二
一)

。

　

閏
二
月
一
七
日
（
四
月
九
日
）
、
東
城
町
本
町
高
札
場
に
坂
部
隊
が
残
し
た
印
か

ら
備
中
街
道
を
東
へ
測
量
を
開
始
し
、
川
東
村
（
庄
原
市
東
城
町
川
東
）
、
福
代
村
（
同

町
福
代
）
を
経
て
、
備
中
国
哲
多
郡
の
幕
府
領
に
入
っ
た
。

　

坂
部
隊
（
坂
部
、
青
木
、
永
井
、
箱
田
、
長
蔵
）
は
閏
二
月
五
日
（
三
月
二
八
日
）

に
本
隊
と
別
れ
三
次
十
日
市
本
町
高
札
場
か
ら
測
量
を
開
始
し
、
備
中
街
道
を
東
へ

向
か
っ
た
。
横
町
、
上
新
町
か
ら
原
村
、
南
畠
敷
村
、
比
叡
尾
山
城
跡
を
経
て
、
本

隊
が
こ
の
日
に
同
村
内
に
残
し
た
印
ま
で
測
量
し
た
。
そ
の
後
馬
洗
川
の
渡
し
場
を

渡
り
、
畠
敷
村
、
三
谿
郡
和
知
村
を
経
て
恵
蘇
郡
下
村
（
庄
原
市
平
和
町
）
ま
で
測

量
を
終
え
た
。
宿
所
は
百
姓
六
蔵
方
及
び
惣
兵
衛
方
で
あ
る
。

　

閏
二
月
六
日
（
三
月
二
九
日
）
、
木
戸
村
（
庄
原
市
木
戸
町
）
、
上
村
（
同
市
山
内
町
）
、
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下
原
村
（
同
市
七
塚
町
）
を
経
て
三
上
郡
庄
原
村
（
同
市
本
町
）
に
入
り
、
三
上
郡

唯
一
の
宿
駅
で
あ
る
庄
原
町
高
札
場
ま
で
測
量
し
た
。
宿
所
は
滑
屋
三
左
衛
門
、
桟

敷
屋
広
右
衛
門
方
。
両
家
は
同
村
の
庄
屋
で
あ
り
、
「
日
記
」
に
「
酒
造
家
」
と
あ

る
と
お
り
酒
造
業
も
営
ん
で
い
た
。

　

閏
二
月
七
日
（
三
月
三
○
日
）
、
庄
原
宿
の
高
札
場
か
ら
東
城
町
に
向
け
て
測
量

を
開
始
し
、
永
末
村
（
同
市
永
末
町
）
、
小
用
村
（
同
市
小
用
町
）
を
経
て
本
村
（
同

市
本
村
）
ま
で
測
量
し
た
。
宿
所
は
大
庄
屋
柚
木
源
左
衛
門
方
。

　

閏
二
月
八
日
（
三
月
三
一
日
）
、
始
終
村
を
経
て
未
渡
村
ま
で
測
量
し
、
同
村
庄

屋
道
明
多
蔵
方
に
宿
泊
し
た
。

　

閏
二
月
九
日
（
四
月
一
日
）
、
帝
釈
天
、
宇
山
村
、
川
西
村
、
五
品
嶽
城
跡
、
途

中
に
印
を
残
し
、
東
城
町
本
町
高
札
場
ま
で
測
量
、
下
梶
屋
庄
七
郎
方
に
宿
泊
し
た
。

　

閏
二
月
一
〇
日
（
四
月
二
日
）
、
前
日
の
印
か
ら
測
量
を
開
始
し
、
東
城
街
道
を

南
下
、
久
代
村
（
庄
原
市
東
城
町
久
代
）
、
中
津
藩
領
神
石
郡
新
免
村
を
経
て
帝
釈

川
を
渡
り
、
西
油
木
村
（
神
石
郡
神
石
高
原
町
油
木
）
古
市
、
東
油
木
村
ま
で
測
量

を
行
っ
た
。
宿
所
は
胡
屋
七
郎
左
衛
門
方
で
あ
る
。

　

閏
二
月
一
一
日
（
四
月
三
日
）
、
東
油
木
村
に
先
述
の
本
隊
に
引
き
継
ぐ
印
を
残
し
、

東
城
街
道
を
離
れ
東
に
向
か
い
幕
府
領
笹
尾
村
（
神
石
高
原
町
笹
尾
）
、
中
津
領
下

豊
松
村
（
同
町
中
平
）
、
幕
府
領
中
平
村
（
同
町
下
豊
松
）
ま
で
測
る
。
宿
所
は
庄

屋
孫
兵
衛
方
。

　

閏
二
月
一
二
日
（
四
月
四
日
）
、
中
平
村
内
の
下
豊
松
村
へ
の
分
か
れ
道
か
ら
測

量
を
開
始
し
、
備
中
川
上
郡
の
幕
府
領
平
川
村
（
岡
山
県
高
梁
市
）
に
入
っ
た
。
坂

部
隊
は
そ
の
後
、
閏
二
月
二
一
日
（
四
月
一
三
日
）
に
新
見
（
岡
山
県
新
見
市
）
で

本
隊
と
合
流
し
た
。

五　

お
わ
り
に

　

測
量
隊
の
行
程
を
辿
っ
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
主
要
な
街
道
の
み
を
測
量
し
た
の

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
赤
名
峠
か
ら
石
見
銀
山
道
を
経
て
石
見
街
道

に
入
っ
た
本
隊
が
、
そ
の
ま
ま
南
下
し
て
西
国
街
道
に
至
る
の
で
は
な
く
、
脇
道
に

入
り
東
城
路
へ
北
上
す
る
分
岐
点
に
印
を
残
し
た
後
、
以
前
測
量
し
た
西
国
街
道
の

道
標
に
到
達
し
て
い
る
。
効
率
的
な
測
量
を
行
う
た
め
に
、
入
念
に
行
程
を
検
討
し

た
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
宿
所
も
施
設
の
充
実
し
た
最
寄
り
の
宿
駅
に
拘
ら

ず
、
測
量
の
効
率
を
優
先
し
て
選
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
県
内
の
諸
資
料
と
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
幕
府
の
直
轄
事
業
で
あ
る
測

量
隊
が
、
巡
見
使
を
先
例
と
し
て
そ
れ
に
準
ず
る
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
忠
敬
は
測
量
に
あ
た
っ
て
村
々
か
ら
の
支
援
を
求
め
た
が
、
過
度
な
待
遇
を
要

求
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
巡
見
使
へ
の
接
待
と
同
様
に
、
測
量
隊
も
村
々
に

大
き
な
負
担
を
強
い
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。「
日
記
」
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、

伊
能
忠
敬
の
「
偉
業
」
は
村
々
の
測
量
に
対
す
る
多
大
な
労
力
や
費
用
の
負
担
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
基
本
的
な
県
内
資
料
を
参
考
に
し
た
が
、
今
後
新

た
な
資
料
の
掘
り
起
こ
し
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

　

な
お
、
第
八
次
測
量
時
の
芸
備
で
の
足
跡
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
紺
野
浩
幸
氏
か
ら
御
教
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
注
）

一　

文
化
八
年
一
一
月
二
五
日
（
一
八
一
二
年
一
月
九
日
）
出
立
。

二　

 「
浦
島
測
量
之
図
お
よ
び
御
手
洗
測
量
之
図
の
復
刻
と
解
説
」
（
呉
入
船
山
記
念
館
『
館
報
入

船
山
』
第
七
号　

二
〇
〇
五
年　

所
収
）

三　

 

富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』　

一
九
九
〇
年　

福
武
書
店

　
　

 

西
村
「
菅
茶
山
と
箱
田
良
助
」
（
福
山
城
博
物
館
『
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
筆
頭
箱
田
良
助
と

榎
本
武
揚
』
二
〇
〇
九
年　

所
収
）

四　

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
３
５　

広
島
県
の
地
名
』　

一
九
八
二
年　

平
凡
社

　
　

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
３
４　

広
島
県
』　

昭
和
六
二
年　

角
川
書
店

　
　

頼
杏
坪
他
編
『
芸
藩
通
志
』
（
復
刻
）　

昭
和
五
六
年　

国
書
刊
行
会

　
　

そ
の
他
、
後
掲
書
を
参
考
文
献
と
し
た
。

五　

佐
久
間
達
夫
校
訂　

『
伊
能
忠
敬　

測
量
日
記
』
第
三
巻
九
州
一
次　

一
九
九
八
年

六　

 

広
島
県　

『
広
島
県
史
』
近
世
２　

昭
和
五
九
年　

図
二
一
二
「
近
世
後
期
に
お
け
る
芸
備

地
域
の
主
要
道
路
網
」

七　

広
島
県
教
育
委
員
会
『
広
島
県
中
世
城
館
遺
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
第
４
集　

一
九
九
六
年

八　

以
下
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
全
般
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

　
　

渡
辺
修
一
郎　

『
伊
能
忠
敬
の
歩
い
た
日
本
』　

一
九
九
九
年　

ち
く
ま
新
書

　
　

 

伊
能
忠
敬
研
究
会
『
伊
能
忠
敬
日
本
列
島
を
測
る
❘
忠
敬
没
後
二
〇
〇
年
❘
』
前
編　

二
〇
一
八
（
平
成
三
○
）
年

九　

 「
幕
府
天
文
方
伊
能
忠
敬
等
通
行
に
つ
き
達
」
（
広
島
県
『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編
Ⅳ　

昭

和
五
○
年　

所
収
）

一
○　

「
文
化
八
年
測
量
方
御
通
行
之
節
御
泊
所
万
書
（
以
下
欠
字
）
」

　
　
　

※
原
資
料
未
見
の
た
め
、
布
野
村
『
布
野
村
誌
』
通
史
編　

平
成
一
四
年　

を
参
考
に
し
た
。

一
一　

 『
広
島
県
史
』
近
世
１
で
は
、
藩
の
賓
客
を
接
待
す
る
の
が
御
客
屋
、
藩
主
の
別
荘
と
い

う
べ
き
も
の
が
御
茶
屋
と
し
て
い
る
。

一
二　

三
次
市
『
三
次
市
史
１
』　

平
成
一
六
年

一
三　

 

園
尾
裕
「
三
人
の
和
算
・
暦
学
・
天
文
学
者
た
ち　

谷
東
平
・
小
野
光
右
衛
門
・
箱
田
良
助
」

（
福
山
城
博
物
館
『
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
筆
頭
箱
田
良
助
と
榎
本
武
揚
』
二
〇
〇
九
年　

所
収
）

一
四　

千
代
田
町
町
役
場
『
千
代
田
町
史
』
通
史
編
（
上
）　

平
成
一
四
年

一
五　

高
田
郡
町
村
会
『
高
田
郡
史
』
民
俗
編　

昭
和
五
○
年

一
六　

吉
舎
町
教
育
委
員
会　

『
吉
舎
町
史
』
下
巻　

平
成
三
年　

一
七　

上
下
町
教
育
委
員
会
『
上
下
町
史
』
通
史
編　

平
成
一
五
年

一
八　

 

山
名
洋
通
「
公
儀
測
量
方
通
行
一
件
文
書
」
（
『
福
山
城
博
物
館
友
の
会
だ
よ
り
№
三
〇
』

　

二
〇
〇
〇
年
所
収
）

　
　
　

 

な
お
当
該
資
料
の
一
部
は
、
新
市
町
『
新
市
町
史
資
料
編
Ⅱ
』　

二
〇
〇
二
年
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

一
九　

神
石
郡
教
育
会
編
『
神
石
郡
誌
』　

昭
和
四
七
年　

名
著
出
版

二
○　

油
木
町
『
油
木
町
史
』
通
史
編
上
巻　

平
成
一
六
年

二
一　

 「
郡
務
拾
聚
録
」
天
巻
（
東
城
町
教
育
委
員
会
『
東
城
町
史
』
古
代
中
世
近
世
資
料
編　

近
世
編　

平
成
六
年　

所
収
）

　

（
に
し
む
ら　

な
お
き　

当
館
学
芸
課
長
）
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